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1．はじめに
大学の授業と言えば、大きな教室に大勢の学生をあ
つめて教師が話しをする講義が思い浮かぶ。講義の長
所は、一度に多くの学生に対して包括的に知識を伝え
ることができる点である。しかし、講義形式の授業に
はいくつかの問題が指摘されている。学生にとって、
講義は教師の話を聴いてノートをとるという受け身の
授業である。もし、その授業に興味がない、学ぶ意欲
がないならば、授業は成り立たない。一方向性の教授
法であるため、学生の集中力が続かなくなり、おしゃ
べりや授業に関係ないことをはじめる。教室後方の座
席に、授業を聴くことに積極的でない学生が集まる。
これでは、授業の効果がなかなかあがらないだろう。
本学の教養科目の授業の多くは、大きな教室に 100 名
ほどの学生を集めて講義形式で行われる。ここでは、
医学部 1 年生を対象にした生物学の講義をとりあげ、
学生が着席する教室内の座席位置と成績の関係につい
て述べる。教室内の座席を教壇からみて前方群、中央
群、後方群に分けたとき、学生は毎回の授業において
ほぼ同じ群内の座席に着席する。成績は、授業がすべ
て終わった後でおこなう定期試験で評価した。後方群
の座席にすわる人は前方群や中央群の座席にすわる人
に比べて、得点が有意に低い。クラス全体の 1/4 から
なる成績下位層は、その 6 割が後方群の座席の人であ
る。また、2 年次の成績を追跡すると、1 年次後方座席
の人は 2 年次も成績が振るわないことが多い。座席が
教室後方に固定すると、成績不振におちいる恐れがあ
る。後方座席のリスクを、暗黙あるいは無意識ではあ
るが多くの学生や教員が知っている。この問題が身近
で起きることを改めて認識し、どのように向き合うか
を考える。
2．調査方法
ある入学年度の医学部 1 年生を対象にして、10 月
から翌年 2 月までの学年後期に行った生物学の講義を
調査した。授業は 90 分間で 15 回おこない、受講生は
104 名からなる。教室は縦長の階段教室で、座席は 1
列目から 15 列目まであり約 150 名が着席できる。
① 座席の位置の調査
授業の開始時に座席枠を記した座席表を 1 列目の学
生に渡す。学生は座席枠に名前を記入して 2 列目に手
渡す。これを最後尾の 15 列目までくり返し、座席表が
できあがる。教室内の座席位置を区別するために、図
1 に示したように、座席を教壇からみて前方、中央、後
方の 3 群に分けて数値化した。例えば、前方の座席に
1 回、中央の座席に 10 回、後方の座席に 3 回着席し、
授業を 1 回欠席したとする。図 1 の数値を当てはめて
合計した値を出席回数 14 で割ると、平均値 2.1 が求ま
る。平均値 1.5 ～ 2.5 の中にあるので、学生の座席位置
は中央群であり、着席回数は 10 回である。この調査を
受講生 104 名で行った。
② 成績の調査
生物学の授業がすべて終わった後に定期試験の本試
験と再試験を行った。この調査では、本試験の得点に
よって、得点順位をきめクラス全体の 1/4 をしめる成
績下位層を特定した。
3．学生がすわる座席の位置は 
ほぼ固定している
教室内の座席を教壇から見て前方 1 列～ 5 列目、中
央 6 列～ 10 列目、後方 11 列～ 15 列目に分け、それぞ
れの座席群に着席した学生の人数と着席回数の平均を
表 1 に示した。学生の着席人数は中央、後方、前方の
順に多い。一般に、教室前方の座席は学生から敬遠さ
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れるようだ。学生は授業 15 回のうち平均して 12 回～
14 回、同じ座席群に着席する。このように、学生がす
わる座席の位置はほぼ固定している。他大学における
アンケート調査もまた、座席はあまり変わらないこと
を示している。
講義の受講生は、高校で生物を完全に履修した人、
不完全に履修した人、まったく履修しなかった人から
なる。後者 2 つは生物学に対して苦手意識をもつこ
とがあり、教室後方に集まる可能性がある。高校生物
の履修状況と座席位置の関係を調べた。不完全履修者
と非履修者はクラス全体の 67％をしめ、前方群では
69％、中央群では 63％、後方群では 70％をしめる。座
席群の間で差が小さいことから、高校生物を履修して
ない人は後方座席に集まることなく、教室全体に散ら
ばっている。
4．座席位置と成績の関係
教室の前方、中央、後方の座席群に着席した学生に
ついて、それぞれの定期試験の平均点と標準偏差を表
2 に示した。後方グループの平均点は前方グループと
中央グループの平均点に比べて有意に低かった。有意
水準 5％で両側検定の t 検定を行うと、前方グループ
と後方グループの間で t (59) = 0.005, p = 0.009 であり、
中央グループと後方グループの間で t (75) = 0.0009, p 
= 0.002 であった。なお、前方グループと中央グループ
の間に有意差がなかった。次に、クラス全体の 1/4 を
しめる成績下位層に注目した。成績下位層は得点が 36
点～ 69 点の間に分布し、前方グループの 4 名、中央グ
ループの 7 名、後方グループの 16 名からなる。後方グ
ループが成績下位層全体の 6 割をしめることから、教
室後方に成績の振るわない人が多いことがわかる。
教室内の座席位置が変わらないならば、1 年次に教
室後方にすわっていた人は 2 年次もまた教室後方で講
義を受けるだろう。そこで、2 年次に履修した基礎医
学 20 科目の成績を追跡調査した。調査は定期試験の
本試験と再試験から算出した得点を使用しておこなっ
た。本試験の得点が 60 点未満のときは本試験不合格
であり、再試験に合格して当該科目の最終得点は一律
60 点と記載される。この処置によって、成績上位と下
位のあいだの得点差が縮小し、得点のばらつきが小さ
くなる。このようにして算出した総合得点であるが、
1 年次生物学の得点との間で正の相関がみられる（ r = 
0.659）。クラス全体の得点の分布が 2 年生になって
もあまり変わらないことがわかる。次に、1 年次に前
方、中央、後方の座席に着席した学生に分けて、それぞ
れのグループにおける平均点と標準偏差を表 3 に示し
た。後方グループの平均点は中央グループの平均点に
比べて有意に低い（ t (75) = 0.00015, p = 0.0003）。前方
グループと後方グループの間、および前方グループと
中央グループの間に有意差がない。また、2 年次のク
ラス全体の 1/4 をしめる成績下位層はその半数が 1 年
次後方グループの人でしめられる。このように、1 年
次に後方座席にすわっていた人は、2 年次もまた成績
が振るわないことが多い。
5．後方座席の問題を改善する
図 2 に示したように、授業内容に興味がない、他の
ことをしたい、なんとなく居心地がよいなどの理由で、
学生は教室後方の座席を選ぶのかもしれない。動機は
とにかく、教室後方の座席にすわり続けると、試験の
得点が低くなることがある。授業を聴くことに積極的
でない人が多いためだと思う。教室後方に座席の位置
が固定すると、1 年次のみならず 2 年次の成績もまた
振るわない恐れがある。以下に、後方座席の問題を改
善するための提案を示した。初年次、最初の授業を始
おもしろくない
他のことをしたい
居心地がよい
後方座席に
すわり続ける
得点が低い
授業に集中できない
図2 後方座席のリスク
表 1　学生が着席する座席の位置
座席群 人数 平均着席回数
前方 （1～5列） 27 14.3
中央 （6～10列） 43 12.0
後方 （11～15列） 34 13.0
座席 人数 平均点 標準偏差
前方 27 76.3 10.5
中央 43 77.2 11.2
後方 34 69.1 10.0
全体 104 74.3 11.2
1年次の座席 平均点 標準偏差
前方 （27名） 73.7 5.2
中央 （43名） 75.0 4.5
後方 （34名） 71.0 4.5
全体 （104名） 73.4 5.0
表 2　生物学本試験の得点
図 2　後方座席のリスク
表 3　２年次全 20 科目の総合得点
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めるとき、後方座席の問題点を具体的に説明して注意
を喚起する。これは、暗黙あるいは無意識に知ってい
る後方座席の問題を学生に改めて意識させる効果があ
る。毎回の授業において小テストなどを実施して、学
生の注意が授業に向くように工夫する。正解するため
に、授業を聴くようになることが期待される。
著者は、クリッカーを使って、授業中に随時、学生に
質問を問いかけた。初等教育や中等教育では、授業中
に生徒によく問いかける。問いかけには、優れた効果
があるからだと思う。大学の講義では人数が多いため、
なかなか問いかけができない。図 3 に示したように、
クリッカーと呼ぶリモコンを使えば、受講生全員に質
問を問いかけ回答を得ることができる。授業の開始時
に、自分の ID がついたクリッカーを学生がもってい
く。授業中に多肢選択問題をスクリーンに映すと、各
自がクリッカーのボタンを押して回答を送って来る。
回答は USB 受信機からパソコンに入り集計されてス
クリーンに映し出される。回答結果は教員も学生も気
になるもの、皆さんが集計スクリーンを注視する。自
分が授業に参加しているという一体感が出てくる。ま
た、回答結果はパソコンに記録されて、クラス全員の
成績をだすことができる。質問、回答、解説のサイク
ルに費やす分だけ授業時間が圧迫されるが、学生の注
意をひきつける効果および小テストを実施する効果が
大きい。クリッカーを整備して教員に貸し出す大学も
ある。
6．まとめ
後方の座席にすわると成績がのびにくいことを、授
業の実践例を分析して客観的に示した。後方の座席に
は授業を聴くことに積極的でない人が見られる。その
うえ、座席があまり変わらないため、長い間、授業に集
中しにくい状況に置かれる。これが、成績が振るわな
い原因ではないかと考える。後方座席の問題を、暗黙
あるいは無意識に多くの学生が知っている。成績不振
におちいるリスクがあることを説明し、改めて後方座
席の問題を意識させたい。授業中に小テストを実施す
ることもまた、学生の注意を授業にひきつけるのに有
効である。後方座席に多い成績下位層のレベルアップ
こそ、クラス全体の成績向上につながる。
1 多肢選択問題を
スクリーンに映す
2 クリッカーを
押して答える
3 全員の回答結果
がグラフにでる
4 正解を解説する
再度、質問する
図3 クリッカーを使った問いかけの流れ図 3　クリッカーを使った問いかけの流れ

